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今井 智士 

青い空、白い砂浜、青い海―― 

 

このロケーションを前にして、２０代の若者がすることは、 

水着に着替えて、浜辺に駆けていって…… 

 

とはいかず、ＰＡＢＦ期間中はホテル内でブリッジオンリーでした。オーストラリアのゴールドコース

トという超リゾート地に行ったにもかかわらず、僕らに残ったのは大好きなブリッジの思い出ばかり

です。コアラやカンガルーにも会えずじまいでした。 

 

関空から８時間かけて到着した次の日から、２日間かけてのストラティファイドペアというサイドゲ

ームが始まりました。チーム戦の前にわざわざ疲れそうなペア戦をしたくなかったというのがホン

ネなのですが、パートナーの小池紀彰君が初代表で、海外の試合も初めてということもあって、外

に出ていきたい気持ちを押さえて練習のために出場しました。僕自身はＰＡＢＦに参加するのは今

回で３度目になりますが、１回目はペア戦なし、２回目はプレイオフのため出られずで、３回目にし

てようやく初のペア戦出場となりました。 

 

試合は２７ボード×４セッションで、最初の２セッションの結果によってフライト分けされます。参加

は約９０ペアで、フライトＡは１８ペアのみ。 

我がペアの記念すべき海外デビュー初セッションの結果は、６７．６％！という望外のスコアで、Ｅ

Ｗペアのトップでした。その中から１ボードを。 

 

Board : 21 ♠ １０６４２  

Dealer : North ♥ Ｊ５３   

Vul : N-S ♦ ６５   

   ♣ ＡＪ６２   

 ♠ ＡＪ７５ ♠ ９８３ 

 ♥ ＫＱ１０６２ ♥ ９８７ 

 ♦ ９４３ ♦ ＡＫＪ８２ 

 ♣ Ｋ 

 

♣ １０５ 

   ♠ ＫＱ   

   ♥ Ａ４   

   ♦ Ｑ１０７   

   ♣ Ｑ９８７４３   

N E S W 

P Ｐ １♣ ２♣* 

３♣ ？   
２♣* ＝ ♠４枚、♥５枚、１１－１５HCP 

メガネをかけている方が僕です。 



 

３♣にＥはどうするかですが、ＬＯＴＴ的にはこちらの♥フィットが８枚で敵の♣が８、９枚なのでトー

タルトリックがどうのこうの、というようなことはミジンも考えずに、メジャーが一応両方フィットしてい

るのに３♣をプレイされるのはシャクだという単純な理由で３♥をビッドするとスタンドしてメイク。Ｎ

Ｓはあまり良い手ではありませんが、１０枚フィットということもあり、３♣はメイクします。ビッドして

おいてよかったなぁと驚きました。 

 

この勢いのまま、２ｎｄセッションも５９％を取り、ひとまずは予選通過という当初の目標を果たせま

した。トップというオマケ付きです。 

 

２日目に入ると、初日に比べて相手も手強くなり、システムも複雑なものを使うペアが増えました。

１ＮＴオープンのレンジだけでも、８－１０、１１－１４、１３－１５、１４－１６、１５－１７、１６－１８とい

ろいろです。それぞれの特殊なシステムに対する対策は、「ストロングクラブ以外は常にナチュラ

ル」を原則に対戦ごとに軽い確認を行い、特に翻弄されることもありませんでした。ただ、ストロン

グクラブだけは事前に対策を用意していたにも関わらず、サクションというコンベンションは日本人

に合わないのか、自分たちだけでなくいろいろな人の失敗を目にしました。１日目に戻りますが、と

あるボードからその失敗談を。 

 

自分のテーブル （１♣*）－２♥*－（P）－３♥；（３ＮＴ）// 

２♥は♠か両マイナーズを示すビッド。ナチュラルだと勘違いしたパートナーはレイズし、♥がメイン

スーツのオープナーは♥を紹介できずに３ＮＴ。♠が打ち抜きでしたが、一つ取ってスイッチすると、

残り全部を取られ６メイク。相手は６♥はビッドできないからとこの結果に満足してそのままスタンド。

僕もThis will be a good result for you.と言いましたが、結果はなぜかこちらの６９％。スミマセン。 

 

他の日本ユースのテーブルでは、（１♣*）－３♠*－（Ｐ）－４♥；（X）// 

敵に６♥があるハンドでの４♥Xはかなりのハラショー。２６００点くらいを献上してブリテンにも載り

ました。  

他にもそんなテーブルがいくつかあったようで、６♥に調整になったテーブルもあったようです。 

 

話は戻って、２日目はキャリーオーバーを活かして優勝を狙えるかもと思っていたのですが、残念

ながら持ち越しは無しのリスタート。あぁぁぁという開始前でしたが、気を取り直して、３ｒｄセッション

もうまくいって５９％で２位。そろそろ優勝も現実味を帯びてきて、ドキドキ。とはならず、昼ご飯を

食べてからは眠くなり、出だし１０ボードくらいは明らかにつまづき模様。 

ちなみに、この試合は毎ラウンド結果がスクリーンに映しだされ、自分の順位が確認できるように

なっています。結果に左右されて判断が歪んでも困るので、見ないようにしていましたが、最後の

ボードをプレイし終わって、スクリーンに映った前ラウンドまでの順位は４位。あーやっぱり落ちて

たかぁ、無理かなぁと思いながら結果を待っていると、数分後には上から２番目に名前が。 

 

 



今まで地元大阪ブリッジセンターのペア戦でも良い成績を取った記憶がなかなかないので、ＰＡＢ

Ｆのペア戦で入賞できたのは本当にラッキーでした。これもこの１年半ほどたくさん組み、ずっと練

習をしてきたおかげだと思います。特に、小池君はまだ３年生で、自分が３年生だった頃は自分の

ハンドすら覚えられなかった事を考えると本当に上手でよく頑張ってくれました。 

 

ところで、この後のチーム戦はというと、詳しくは別の方が書かれると思いますが、予選落ちに終

わりました。最低でも表彰台をと思い、ずっと練習をしてきただけに残念ですが、もっと揺れないブ

リッジをしなければと実感しました。 

僕らはまた１０月に北京で行われるＷＭＳＧに参加するので、次こそは予選通過を狙って練習を

積みます。 

 

最後になりましたが、びっくりするくらい物価の高かったゴールドコーストで経済的にも支えて頂き、

期間中ずっとついてサポートしてくださった山後キャプテン、寺本コーチ、ありがとうございました。

北京には北京ダックという食べ物があるそうです。 

 

＜終わり＞ 

 

後列左から田中秀悟、横井大樹、貴戸祥郎、中山尚純、伊井康朗、今井智士、寺本直志コーチ 

前列左から山後秀幸ＮＰＣ、小池紀彰、田口宏之、田中治輝、後藤田俊輔、志賀元明 


